
令和 3 年度 厚生労働行政推進調査事業「同行援護の担い手となる支援者の養成のための研究」 
同行援護従業者養成試行研修（講義）受講者アンケート結果 

 
 
 
１．調査対象 
 本試行研修（講義）受講者 50 名 
（同行援護従業者・同行援護従業者養成研修講師経験者 30 名、同行援護従業者養成研修未受講者 20 名） 
 
２．調査方法 
 学習管理システム内のアンケート機能での回答 
 
３．調査期間 
  令和 3 年 12 月 10 日～12 月 23 日 
 
４．回収数・回収率 
  回収数：50/50（有効回答 50/50） 
  回収率：100.0％（100％） 
 
５．調査内容 
 ・同行援護従業者養成研修の受講者の属性：従業者、年齢、年代、過去の研修受講、実務経験 
 ・同行援護従業者養成研修の受講後の状況：理解状況、研修時間、研修内容、従事の可否 
 ・試行研修受講後の意見、過去に受講した同行援護従業者養成研修と比較による意見 等 
  

81

参考資料2�



Ⅰ.基本情報 
問１．次のいずれに該当しますか（複数選択可） 

 
  
問２．視覚障害はありますか。 

 

１.同行援護従業者, 
29名, 49%

２.盲ろう者向け通訳・介助員, 
5名, 9%

３.同行援護従業者養成研修講師, 
5名 9%

４.未経験者（業務として視覚
障害者の支援経験がない）, 

15名, 25%

５.上記どれにも当てはまらない, 
5名, 8%

１．ある, 1名, 2%

２．ない, 49名, 98%
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問３．試行研修受講時年齢（年代）をお聞きします。 

 

                           平均年齢 43 歳、範囲：20～64 歳 
  
問４．同行援護従業者養成研修等の受講状況についてお聞きします（複数選択可） 

 

１.20代, 14名, 28%

２.30代, 7名, 14%

３.40代, 13名, 26%

４.50代, 9名, 18%

５.60代, 7名, 14%

１．一般課程＋応用課程, 
23名, 42%

２．一般課程, 
9名, 16%

３．盲ろう者向け通訳・介助員養成研修, 
5名, 9%

４．その他、国リハの教科履修者等※, 
2名, 4%

５．受講経験なし, 
16名, 29%
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問５．同行援護従業者としての実務経験年数についてお聞きします。 

 
 

問６．同行援護従業者としてのこれまでの従事日数についてお聞きします。 

 

１．３年未満, 
13名, 26%

２．３年以上～５年未満, 
7名, 14%

３．５年以上～１０年未満, 
8名, 16%

４.１０年以上, 
2名, 4%

５．経験なし, 
10名, 20%

６．同行援護従業者ではない, 
10名, 20%

１．1～100日, 10名, 20%

２．101～200日, 3名, 6%

３．201～300日, 7名, 14%

４．301～400日, 1名, 2%

５．401日以上, 9名, 18%

６. 0日, 20名, 40%
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問７．本研修の他に、e-ラーニング形式の研修を受講した経験がありますか。 

 
 
Ⅱ.カリキュラム等 

問８. 同行援護従業者養成試行研修の講義の各科目について、それぞれの項目についてお答えください。 
（１）理解状況                                 （単位：名） 

 

１．ある, 13名, 26%

２．ない, 37名, 74%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外出保障

視覚障害の理解と疾病

視覚障害者（児）の心理

視覚障害者（児）福祉の制度とサービス

同行援護の制度

同行援護従事者の実際と職業倫理

情報提供

代読・代筆

１ とても良く理解できた ２ よく理解できた ３ 理解できた

４ あまり理解できなかった ５ 全く理解できなかった
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（２）研修時間                                （単位：名） 

 
 
（３）研修内容                                （単位：名） 
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視覚障害の理解と疾病

視覚障害者（児）の心理

視覚障害者（児）福祉の制度とサービス

同行援護の制度

同行援護従事者の実際と職業倫理

情報提供

代読・代筆

１ 時間（30分以上）が足りない ２ 少し時間（30分未満）が足りない

３ この時間で十分であった ４ 少し時間（30分未満）が長い

５ 時間（30分以上）が長い
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外出保障

視覚障害の理解と疾病

視覚障害者（児）の心理

視覚障害者（児）福祉の制度とサービス

同行援護の制度

同行援護従事者の実際と職業倫理

情報提供

代読・代筆

１ とても良かった ２ 良かった ３ 普通 ４ 少し改善が必要 ５ 改善が必要

86



問９．同行援護従業者養成試行研修の講義を受講して、身につけた知識で、同行援護従業者として従事す
ることができると思いましたか。 

 
 
Ⅲ 実施形態 
問１０．同行援護従業者養成試行研修の講義について、実施形態はいかがでしたか。 

 

１．安心して業務に従
事できると思った。,

6名, 12%

２．概ね安心して業務に
従事できると思った。, 

21名, 42%

３．どうにか業務に従
事できると思った。, 

16名, 32%

４．業務に従事するに
は少し不安を感じた。, 

6名, 12%

５．業務に従事するには
とても不安を感じた。, 

1名, 2%

１．e ラーニングが良い, 
2名, 4%

２．どちらかといえば
e ラーニングが良い,

19名, 38%

３．どちらでも良い, 
9名, 18%

４．どちらかといえば
対面での講義が良い, 

15名, 30%

５．対面での講義が良い, 
5,名 10%
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問１１．同行援護従業者養成試行研修の e ラーニング形式の講義について、受講する上で問題となるこ
とはありましたか（複数選択可）                        （単位：件） 

 
 
問１２．試行研修全体についてご意見等があればお書きください。（自由記述の代表的な回答） 

・オンライン・教材（オンライン研修は良かった、教材等への改善希望、） 20 件 
・カリキュラム内容（カリキュラム全般が良かった）           9 件 
・講義内容（講義がわかりやすかった、改善希望）            7 件 
・実施形態（対面が良いなど）                     5 件 
・講師（わかりやすかった）                      4 件 
・演習の充実（交通機関の利用など演習が充実して良かった）       3 件 

 
（同行援護従事者の方のみ回答をお願いします） 
問１３．以前受講した現行の同行援護従業者養成研修（一般課程）と比較して、新カリキュラムの内容等
についてどう思いましたか。良いと思った点やそうでないと思った点など、お書きください。 
（自由記述の代表的な回答） 

・新カリキュラムの構成が良い      14 件 
・講義がわかりやすい、充実している   11 件   
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